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i-L･_f･後cl)開陳では,非改善群で改善群に比して.外来初

診時までの1年間に体験した-ストし■八項目の数が有意に

多か-p'た.具休的項目では仕事に関するyJ.卜Llが多く

認めlT)わた.I)SM-m-R Ⅳ 軸によるストしスの強さ

処行動と予後の関係では,改善群で問題解決努力や認知

的対処の数が有意に多く,逆に非改善群では奇跡願望や

回避的行動の数が有意に多く認めLt)わた.自己非難や援

助希求には有意差は認めなかった.3か月時点の f廿)RS

得点を目的変数とし.前述の分析で有意差の認めt､二'わた

ストレス項目数と各対処行動項目数を説明変数とした重

回帰分析では.目的変数の分散の7OQp｡が2.596水準で有

意にこのモデ′L-で説明された.･各変数間の影響を除いた

相関を示す偏回帰係数の検定では,認知的対処行動のん

が506水準で相関を示した.

【考察】今回の調査では-く卜L-u')強さよりも1卜し

スとなる出来事の頻度が短期予後に影響することが示唆

され う仁7[ベントの強さや内容よE)も1卜し叫大沢

〔-')連続が問題となると解釈できた.ストLIL対処行動で

は,擁榛的問題指向的二トービンゲが良好な予後上 受動

的対処は予後不良と関榛していた.Ⅰ3r(川リ1が指摘する

:/-)仁/(ベントが個人に与える分脈的な意味や主観的特

手段!-_fc/-;).また治墳的には,ストLTL対処行動の評

価で回避的傾向や奇跡願望が強い症例に対し.認知墳法

的などを導入しより認知的な対処行動iLこ変容させる,T,i'-/

Tl一一一+が有用であかjI能性も予想される.

3)感情障害の経過研究

-うつ病の入院期間に関連する要因の統

計学的解析-

tll中 敏恒 ･川島 義草
飯田 民･他20名 (新潟大学精神科1

鈴木 健司 し∵-:.条 大島病院)

【日的】･')つ病患者LT)入院期間に関榛する要閃とその

影響度の大きさを明i▲･､かにする.

での9ケ月間に.新潟大学精神科左と:に入院した患者の

･'7七･).調査に同意を得IL-,Itた者.次に示す基準により32

名を対象とした.

〔包含基準1入院時 [)SM--m-R で大p-7--柄,双掻性

障害うつ病性,いわゆる双極Ⅱ塾で東うつ病エピソード

が入院時に認め左I豆二者.

し除外基準1知能障害や意識障害が明1､-かな者.

〔調査項目1惟別, 入院時;･F･-令,教育年数.就業状態.

婚姻状態,家族歴.16れ ･_.欄Jlでtl.r)親王の離別,慢性身体

疾患,過去(:7)病相,自殺企巨乳 楕押科入院肝.病柵開始

か行入院までU')期間､初発病相の発症年令. /うン二Lり--

症状.GAP.ラ(ー7ftl._,ント, ′＼ミ,Lトン得点,入

院後1り廿入内(')抗[)つ剤最大投 与一鼠 精神病像, 9.∫:-1

30E､-1現在で(:,T)入院期間.

こ解析方法l入院後3Lr_F~こけ入内で退院 した患者を ｢~退

院群 L 3F7-月を越えて入院 している杏を ｢非退院群 J

とした.両群の臨床特徴を比較検討 し. 3Fr月後LT)転帰

i･こ関連する要田と,それ1､:-が転帰に与える彩管度の大き

さを解析する.統計処理i二は Studentの t検息 カ (

2乗検鼠 Fisherの直接確率法.重回帰分析を用いた.

【結果】対象32名のうち12遇後の退院率は56.30島であ-I,

た.退院群と非退院群の臨床特徴を比較検討する上 有

意差あるいは鰭向後の認められた項目はサ次の通りであっ

圧)<0.025㌦ 過去L')精神科入院歴 (p<0.05㌦ l十F]

糸抗 ･'l-.~〕剤最大捜 Ej･巌 LpくO.い,Jj(t分に調和する精神

にL･LI), fl_記6項目Lr)うi').各々L7)項HL')交狛乍Ftiを取

り除いてそLp')替手管度を検討 した.そしり結果∴~退院群 j

に行酎こ関連する.あるいは関連する傾向LT,)磨,る要榔 ま

1て_人f/(J')通 りであ･)た.早,;響度L:T)大きい順に挙げる上 I

'r.f]後Lf)′､ミ,しトン得点が低いこと (p<O.()()51､過去

に精神科入院歴J)たい二上 しPく0.05㌦ 入院時の GAド

(pく0.日 などてあ〝､た.

1上しまとめると,過去に入院歴がなく.入院時重症で,

充分な三環糸抗r'l-7剤が投与-され 初期 1JT月間で軽快

する著が,3ケ月後をこ退院している可能性の高いことが

示唆さ,hた.

･11痴 射ご打こおける診断て-一木 -1としてL'llYr

アジチキモ トリプシソとアポ蛋白の検討
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近年,アポ蛋白の動脈硬化-の関与が経田を褒め て い

ら.｢'ポ蛋白には ;1､1.A.2,1与.C-････2,Cr-3,Eなど

があり,アポ B/′A-1比は特をこ動脈硬化のよい指標にな
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るとされている血また,最近,アポ 別 の遺伝子は,

晩期発症型(:-I)家族性一二r'Jiリノ､仁/--病上同し【lt)番'])染色

体 卜にあることかわかり.Slrittnli1日(.ゝ【一日よ晩発発症

型Lり′衷族性~l'JLリJ＼了一､,---病､しこ-''ボ Ⅰ･:･1との関係を報

告した. -jj.(rl:)'ン･千一十1::卜り-7㌦ ンは急性層反応

物質だが､最近.松原畑土.~ーr'′しソノ＼仁､･-∴型痴呆では

高値をこなるとの報告をしている.そこで,われわれは,

アポ B/A-1が魅血管性痴呆の,アポ E4がアルツ-

イ7-型老年期痴呆の,α1榊アソチキを トリプシンがア

ルツ-イマ-型痴呆の診断マーカーになりえないかと思

し､検討することにした.

対象は田宮病院に入院しているアルツ-イマー型初老

期痴呆 (PDAT)7例 (男等例,女4例,平均年齢

60.5±3.9歳),アルツ-イマ-塑老年期痴呆 (SDAT)

10侍りし男2例.女8例.平均年齢82.1±6.0歳),多発

梗塞性痴呆 (MD)12例 (男6例,蜜6例,平均年齢

77.9±7.4歳)ど,対照 (CNT)として病院関係者12例

(弔1f札 女~11例,平均年齢73.5±7.3歳)で,研究に

ついて説明をし同意を得られた者のみを対象とした.諺

断は頭部 (T 所見,hp･IillimL,ntこIIst21t(､,l一一IこlChinski

isehemicsLllrL,左上を参FjLに [〕ShJトnトIモ(')診断基準

射りし､て行い､肝疾患.腎疾患.高脂【~ft蟻主三.糖尿病.感

熱症をこ曜患している著は除いた申研究にあたり服薬中断

はしなかった.アポ蛋白6穫額と αrアジチキモ トリプ

シンは定期検査の血液を用いて測定 し アポEの蓑現型

の測定は片岡らの方法に基づいた.

結果は,アンチキモトリプシンの平均値が,PDAT:罰.5

±18.9mgdl.SDAT:lil.1±11.2mgdl.MD:30∴i士7.5

mgdl.CNT:23.･･･1±3.1)mgdl.アポ 13JLIの平均

値が.PIつAT:0.58±0.ll,St)AT:0.74±0.18.

差は認めなかった.アポEも平均値は,PDAT:3.3±1.8

mgdl.Sl､)AT∴1.3±1.9mgdl,Ml):4.7±3.Im巨dl,

CNT:4.2±0.8m宮畑iで各群間で有意差を認めなかっ

た.

アポE遺伝子にはきE2予E3,E4の3種類の対立遺

伝子があり,その組み合わせをこより,アポEの表現型に

は 22,2二･i∴13,2こ1∴卜1.･1･Jh･FlG種がiih_:,.CN'1､

の表現型はこ33が12人中9人で75Qo.2)3が11)付い3人

で25%,E嶺が全く含まれないのに対しラSDAT では,

3Sやi)3甘モー卜ぞIllOOo.2000上少たく∴卜1/)ミ4000,

2-1が200,(h 1̀-1が1000で tJJ▲1を含むもハが7000も:払一･一､

I/+.I.PDA'rではニト卜がL)900.Ml.)ではニト1か1700で,

E4を含む割合は,SDApYで圧倒的に多い結果となっ

i)二ir

た.I,I.1ミtl:･1しい'′い′′＼(守-一里老隼期痴l轟'~)診断-､'--1

･l)-･に左･モ吊,J)J･二思わ.t∴ 発病前に測定守る二鳥∴ト ,

管,発病の予測や発病の予防をこ私役立つ可能性があるも

ハ上思わ,I.iた.

5)身体接触を求める分裂病愚老について
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我ヤは昨年.経過中に母親に対する身体接触行動が認

められた9例の分裂病患者をこついて報告した.今回は,

前回述べた幾つかの臨床的特徴が,さらに多くの症例に

おいて屯認められるかどうかを調姦しや検討した.

【方法】外来通院中(T唖､者で,従来診断ミ･こしい:日 !jl裂

病｣の診断が確定 している著をこ質問調査を行った.卓毛身

体接触"には,触るき撫でるチつねる,軽くたたく,抱

きつく,一緒の布団に入る,等をこれをこ含め,直接的な

性行動や暴力は除外した.

【結果】調査を終 j'した外来患者数は lLqO名 (男性91

秦,女優89名)管,身体接触行動が認められた患者群

(以下 ｢(+)群｣)は32亀 認められなかった患者群 (r(-)

群｣)は148名であった.平均年齢は (+)群では26,7

才,(-)群では36も2才,また平均発症年齢は (+)群

は19.2才,(-)群は2壇,1才で,発症年齢,現在の年

齢とも,汁 )群の方が (-)群より低かった.

【身体接触行動 し+1許しTl患者L')臨床特徴】し′戸発症は
ま0代後半から20代前半t② 男性ま2名,身性20名で,女

性に争い.i.31破瓜型18も,破瓜緊張型3乱 分額田難

型8名,緊張型3名,妄想型はO.I)SM--mlミでは.

調査時点では桟遇型13名.分取不能型8乱 解体型6名.

寛解期にある苦5名.発病初掛目二は,分町村拒型21手ち.

解体型6名.緊張型I-1名.残遇型 1名であー.-､た.小 出

現時期は,急性期の不安や恐怖が高まった時期と,陽性

症状が消過した時期の2榛原あった.⑤ 母親は治療をこ

協力的であるが,その中に明るく優しい母親と,不安耐


